
よ
い
よ
開
催
が
間
近
に
迫

っ
て
き
た
『
国
民
文
化
祭

し
ず
お
か
２
０
０
９
』。
伊
豆
の

国
市
で
は
、『
江
川
坦
庵
』
を
テ

ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
な

わ
れ
、
歴
史
部
門
と
し
て
江
川
文

庫
調
査
団
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
十
月

二
十
五
日
）
・
近
代
化
産
業
遺
産

群
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
十
一
月
一
日
）

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
そ
れ
に
先
立

ち
、
九
月
二
十
七
日
（
日
）
に

『
国
民
文
化
祭
プ
レ
講
座
　
江
川

坦
庵
〜
そ
の
魅
力
と
人
物
像
〜
』

を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
江
川
太
郎
左
衛
門

英
龍
（
坦
庵
）
と
い
う
人
物
に
つ

い
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？
『
世
直

よ
な
お
し

江
川
大
明
神
』

と
呼
ば
れ
た
名
代
官
、
反
射
炉
と

お
台
場
を
作
っ
た
技
術
者
、
日
本

演　題 「江川坦庵～その魅力と人物像～」
講　師 伊豆の国市教育委員会　学芸員　工藤雄一郎
と　き ９月２７日（日）１３時３０分～１５時
ところ 韮山農村環境改善センター　１階大研修室
その他 事前申し込みや入場料は不要です。
問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

で
初
め
て
パ
ン
を
焼
い
た
『
パ
ン

祖
』
、
『
忍
』
を
座
右
の
銘
と
し

『
敬
慎
第
一

け
い
し
ん
だ
い
い
ち

・
実
用
専
務

じ
つ
よ
う
せ
ん
む

』
の
精

神
を
貫
い
た
男
、
真
冬
も
袷

あ
わ
せ

一

枚
で
過
ご
し
火
鉢

ひ
ば
ち

も
近
づ
け
な
い

ほ
ど
己
に
厳
し
い
人
物
…
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
も
、
坦
庵
が
多
彩
な
能

力
を
発
揮
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
績

を
残
し
た
偉
人
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
彼
に
も
、

家
族
と
過
ご
す
日
常
や
、
仕
事
上

の
悩
み
、
趣
味
に
没
頭
す
る
時
間

な
ど
が
あ
っ
た
の
で
す
。

プ
レ
講
座
で
は
、
こ
れ
ま
で
伝

え
ら
れ
て
き
た
史
実
は
も
ち
ろ

ん
、
近
年
の
江
川
文
庫
総
合
調
査

で
確
認
さ
れ
た
新
し
い
史
料
を
用

い
て
、
坦
庵
の
魅
力
と
人
物
像
に

迫
っ
て
い
き
ま
す
。
テ
ー
マ
で
あ

る
『
江
川
坦
庵
』
を
身
近
に
感
じ

て
、
国
民
文
化
祭
を
、
よ
り
一
層

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

平
成
二
十
一
年
度
・
第
五
回
伊
豆
の
国
市
民
文
化
祭
の
概
要
は

次
の
通
り
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
広
報
九
月
号
と
同
時
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開催
迫る！

平成２１年度
伊豆の国市民文化祭

市
民
文
化
祭
実
行
委
員
長（
大
橋
）
電
話
０
５
５
８（
７
６
）２
９
３
５

社
会
教
育
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

国民文化祭プレ講座開催

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その５３

大國士豊画　江川英龍肖像（江川家蔵）
坦庵の絵の師・大國士豊によって描かれた肖像画

国民文化祭プレ講座

問合せ

い

と　き ところ 内　容

芸能発表会
９月１９日（土）・
２０日（日）
９：３０～１６：３０

韮山時代劇場
大ホール

歌唱
舞踊
演奏

囲碁大会
９月２７日（日）
９：３０～

（９：００～９：２０受付）

大仁市民会館
３階

クラス別
囲碁大会

工芸展
１０月３日（土）・
４日（日）
９：００～１７：００＊

長岡中央公民館
（あやめ会館）

手編み・刺繍・
パッチワーク・
てまり・陶芸など

美術展
１０月１０日（土）・
１１日（日）
９：００～１７：００＊

絵画・墨絵・水墨
画・写真・書道・絵
手紙・きり絵など

伝統文化

学芸展

１０月１７日（土）・
１８日（日）
９：００～１７：００＊

華道・園芸・俳句・
短歌・川柳考古学・
パソコンなど

＊あやめ会館で開催する各展示の部の日曜日（最終日）は１６：００まで

２００９．９．１いずのくに ２００９．９．１いずのくに

「ブンブンガタガタ

ドンドンドン」

神沢利子（作）

田畑精一（作）

のら書店

おとうさんはまだかえってきませ
ん。「ねむれないの」というカナちゃ
んが聞いた、ブンブン、ガタガタ、
ドンドンドンの音の正体は？【中央】

「名古屋ノーベル賞物語」

中日新聞社社会部（編）

中日新聞社

地方大学出身でもノ
ーベル賞を獲れる。

名古屋大学出身の小林･益川両教授
の物理学賞受賞は、名古屋人の興奮
を呼んだ。生い立ち、個性、出会い
等のエピソードを紹介。 【長岡】

ベネチアの広場を舞台に、流しの
ギタリストとベテラン大物シンガ
ーの奇妙な邂逅

かいこう

を描く「老歌手」
ほか、人生の黄昏

たそがれ

を、愛の終わり
を、若き日の野心を描く著者初の
短篇集。 【中央】

＊【 】内は所蔵館名

中央図書館…９月１２日（土）１１：００～
長岡図書館…９月１７日（木）１４：３０～
韮山図書館…９月１２日（土）、２６日（土）

いずれも１４：００～
＊おはなし会は赤ちゃん～小学校

低学年くらいまでが対象（事前申
し込み不要）。

＊毎月最終金曜日･祝日･年末･年始
などは３館共通の休館日です。
詳しくは月のカレンダー･図書館
ホームページなどをご覧くださ
い。

14

問合せ

「毛利は残った」

近衛龍春（著）

毎日新聞社

関ヶ原敗戦！西軍の
総大将に祭り上げら

れた坊ちゃん大名・毛利輝元と長州
藩は、一転、財政破綻寸前の負け組
へ。徳川幕府の圧力に抗して、組織
再生はなるのか。 【韮山】

「許されざる者上･下」

辻原登（著）／毎日新聞社

日露戦争前夜、イン
ドから紀州･熊野に帰
ってきた男、ドクト

ル槇。新しい思想－欧米の自由と人
権を若者に示し、保守派と対立する
彼がもたらすものとは。時代のうね
りが森宮

しんぐう

のまちを呑
の

みこむ。【韮山】

中央図書館は先月１２日に満２０
歳になりました。当初約３万冊だ
った本の数は、今では１１万冊を
超えました。このたくさんの本の
中から、皆さんの心の糧

かて

となる本
との出会いがあることを願ってい
ます。 （韮山図書館　佐野）

おはなし会

と　き

ところ 中央図書館２階　視聴覚室
講　師 上原佐惠子氏

（しずおか紙芝居研究会主宰･
伊豆おはなし連絡会代表他）

対　象 読み聞かせ活動経験のある人
（３日間参加できる人）

定　員 ２０人（先着順）
参加料 無料　　　
申込み ９月８日（火）から、中央図書館カウンターまたは

電話で申し込み。
問合せ 中央図書館　電話０５５８‐７６‐５５６６
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「夜想曲集 音楽と夕暮れを
めぐる五つの物語」

カズオ･イシグロ（著）／早川書房

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

毎週月曜日休館
【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

毎週月曜日休館
【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

毎週水曜日休館
＊韮山図書館は、９月２８日（月）～

１０月３日（土）の間、特別館内整
理のため休館します。これは、
一つ一つの本の所在を確認する
作業のための休館です。期間中
はご不便をおかけますが、ご了
承ください。




